
人と自然の
つながりの文化

アップリンク京都  スクリーン１ [ 開場 10：00]
京都府京都市中京区烏丸通姉小路下ル場之町 5 8 6 -2  新風館  地下 1 階

参加無料（先着 50 名）

Th e  C u l t u r e  o f  C o n n e c t i o n s  b e t w e e n  P e o p l e  a n d  N a t u r e
地球環境問題は、言葉の広い意味での人間と文化

の問題である―  そうした視野に立って地球環境

問題の解決にまい進する総合地球環境学研究所

（地球研）。

今回上映するのは、そのプロジェクトのひとつで

あり、生態系を活かしながら防災・減災を進める

あり方を追いかけてきた Eco -DRR プロジェクト

の 5 年間の軌跡の一端です。

それぞれの地域で、人と自然はいろんな形でつながっていて、地域の文化がつくられてきました。

すぐに実感できるつながりもあれば、注意してみないと気づかないつながりもあります。

先人から受け継いできたつながりもあれば、すでに失われたつながりもあります。

滋賀県の比良山麓地域と福井県の三方五湖地域での人と自然のつながりの文化を、

映像や絵本とそれらの読み解きを通して、会場の皆さんと共有します。

地球研 Eco -DRR プロジェクト映像上映会
第 84 回地球研市民セミナー
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琵琶湖周辺の里山には、山-川-湖がつながった固有の生態系、

そして長年にわたる人と自然とのかかわりのなかで育まれてきた文化

があります。そして道や水路のつながりは、地域の衣食住を支え、

年中行事や信仰とも深く結びついてきました。国際的な実績をもつ

映像ディレクターとともに地元の人々を取材し、対話を重ね「山と

水と人のつながり」をテーマに映像記録を作りあげました。

山へハイキングFi lm .1

比良山系南端の守山地域では、チャートを含んだ縞模様で特徴の

ある「守山石」が多く採れ、京都の庭師七代目小川治兵衛が石の

魅力に着目し好んで使用されてきました。里山で暮らす人々の石の

利用や想い、人と自然のつながりをテーマに制作しました。

縞石の音Fi lm .2

福井県三方五湖地域のたくさんの子供たちがたくさんの大人たち

から聞いて描いた「昔の水辺の風景画」が集まって、一冊の絵本

になりました。この映像はその絵本の読み聞かせです。一枚一枚

の絵が、人と自然のつながりの物語を語っています。たくさんの

物語が連なって、この一冊の物語となりました。

むかしのみずべはFi lm .3

トーク

トーク

トーク

深町加津枝 × 吉田丈人

長岡野亜× 吉田丈人

谷保裕子× 吉田丈人

10：3 0  -  

11：10  -  

12：0 0  -  

深町加津枝　京都大学大学院地球環境学堂准教授。地球研
Eco-DRR プロジェクト・滋賀サイトリーダー。映像「山へ
ハイキング」の制作に深く関わる。

吉田丈人　総合地球環境学研究所・東京大学大学院
総合文化研究科准教授（2023 年 3 月現在）。地球研 Eco- 
DRR プロジェクト・プロジェクトリーダー。

長岡野亜　滋賀県内に埋もれた映像を発掘して地域の
方々と新たに共有していく「おうみ映像ラボ」代表。映像
「縞石の音」の制作者。

谷保裕子　福井県若狭町立三方小学校教員（2023 年度
は休職し慶應義塾大大学院生）。ハスプロジェクト推進協議
会メンバー。映像絵本「むかしのみずべは」の朗読者。


